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肥 育 にお けるモネンシン投与 水準 に関する研究
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肥育技術の向吐には飼料効率の改善が課題であり,モ ネ

ンシンはStreptomァCes Cinnanlonensbよ り分離した生物

学的活性を有する抗生物質で,鶏の抗コクシジウム剤 とし

て利用されているが,=万 ,肉用牛に対する肥育効果も知
られている。今回,黒毛和種去勢牛の肥育にモネンシン

“ppmを投与してその効果を検討したので,その概要を報告

する。

2試 験 方 法

供試牛および試験区の構成は次の通 りである。

供試牛 : 黒毛和種去勢牛 8頭で,全頭父牛を第91馬場
号とする半兄弟であり,試験区,対照区の 2区にそれぞれ

4頭を配した。日令は試験区 2724日 ,対照区2700日 ,試

験開始体重は試験区 2910″ ,対照区 2816″であった。

試験期間 : 昭和53年 11月 17日 より,54年 ■月 16日 まで
の364日 間を肥育期間とし,前半 182日 を前期, 後半 132
日を後期とした。

供試モネンシン及び濃厚 (基礎 )飼料 : モネンシンは
脱脂米様にモネンシン04%を混合,濃厚飼料は圧ペンと
うもろこし(5%孝諄入り)65%,ふすま∞%,大豆粕 5
%を配合したもので,DCP 10 3%,TDN 75 2%の ものを

使用した。

飼料給与方法 : 試験区は濃厚飼料にモネンシン04%,
含有脱脂米檬 1%を添加 ,対照区には脱脂米檬 1%を添加
し,粗飼料は細切ワラを濃厚飼料の10%混入,全期間自由

摂取とし,水は両区ともウォータカップにより自由飲水と

した。なおモネンシン投与は試験終了14日前より中止した。

管理方法 : 4頭 1群の舎飼追込み方式とし,特に運動
手入れなどは行わなかった。

調査方法 : 産肉能力検定に準 じたが,その他第1胃 内
容物のV FA組成を分析した。
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3 試験結果及び考察
(1)増体成績 : 表 1に示すように期間増体量及び 1日
当りの増体量は試験区がそれぞれ3034″,083切 ,対照
区では2805り ,0 78 1raと なり対照区より試験区が 7%高
かった。期間増体量とDGを期別で見ると,前期では試験
区 1815″ ,100″ ,対照区 1604″ ,090切 となり対照
区より試験区が H%高 く,後期では試験区 1219″ ,067
″,対照区 1201″ ,066″ と両区の差がほとんどなく時
日の経過とともに増体成績が低下する傾向がみられた。こ

れはモネンシンによる投与効果が肥育前期にみられ,後期
では次第に減少しほとんど効果がないものと思考される。

表 1 増体成績

試 験 区 対 照 区
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0)飼料摂取量と要求率 : 飼料の摂取量と要求率は表
2の通りである。 1頭当りの濃厚飼料の摂取量は,試験区

2,569り ,対照区 2,659″であり,1日当りの摂取量はそれ

ぞれ 706り ,730″で,試験区が対照区に比べ 33%少 な
く,体重に対する摂取率では,試験区 159%,対照区 172
%と なり,試験区の摂取量は全期間にわたって少なかった。

1り増体に要した濃厚飼料の要求率は対照区 938に対 し,

表2 飼料摂取量と飼料要求率
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試験区が 847と低く,こ れを指数で表すと903と なり,試
験区が97%の飼料節約効果が認められた。飼料要求率を
期別に見ると,試験区の指数は前期874,後期 948であり
モネンシンによる飼料要求率の改善は前期 126%と大きく
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られ,日淵。

13)体型と健康状態 : 体重 ,体高,胸囲,肥育度指敷
はいずれも試験区がよかったが,両区間に有意差はなかっ
た。体高の増加率 (開始時に対する )は試験区 174%,対
照区153%で ,体重増加率では試験区 1“ 31,対照区1∞ 7
%と試験区が良好であった。健康状態は特に問題はなく陰
毛絡石は素牛導入時に既に両区に見 られたが,塩化アンモ
ンの投与することにより消失 した。と殺時の内臓所見では

両区に軽いパラケラトーシスが見られたが,その他の臓器
については何らの異常もなくモネンシンによる影彗はない

ものと思われる。

“

)と殺解体威讀 : 表 3の とおりである。枝肉歩留は
試験区638%,対照区641%,で肥青指数に比較して良好
であった。ロース芯面積は試験区55″ , 対照区43馘で試
験区が大きかった。脂肪交雑は試験区20,対照区 20硝
脂肪は試験区 18口,対照区 18‐ であり両区の差はなかっ
たが,両区とも個体差が見られた。校肉の格付等級では試
験区,上 3頭中 1頭,対照区,上 4頭ていずれも良好な仕
上がりとみられモネンシンの添加は特に肉質に影響を及ぼ

きないものと考えられる。モネンシン残留物検査はと殺時

に,モ ネンシン添加件 4頭,無添加牛 1頭より肝,腎,筋 ,

脂肪の組織試料を採取し,日本食品分析センターで示した
モネンシンの組織内残留分析法で分析した結果では検出限

界 50 ppbで検出されなかった。

4 ま  と  め
和牛去勢牛の肥育においてモネンシンを濃厚飼料に40
ppalを添加しその効果を検討するため

'週
間にわたって肥

育試験を行った。

(1)増体量, DO,終 了時体重
`―
区が高 く特に前期

の期間増体量,DOは対照区より11%す ぐれているので,
これはモネンシン投与の効果によるものと思われる。後期
では両区間にほとんど差はなく時日の経過とともにモネン
シンの効果が低下する傾向が見られた。
12)濃厚飼料摂取量及び要求率を見ると試験区が ,対照
区に比べ濃厚飼料摂取量は33%少なく,飼料要求率は,7
%改善されたが,モ ネンシンによる飼料要求率の改善は前
期では 126%と 大きく,こ れに対し後期では 52%と低下
した。
13)両区とも健康状態は良好であり,内臓所見では両区
に軽いパラケラトーシスが見られたがその他の機器になん

16)第 1胃内容液の VFAの性状 : 10週 目から10週間
毎に 5回採取した第 1胃内容液の VFA組成は,表 4のとお
りである。5回の平均値 を見ると, VFΔ 総量では両区間
に有意な差はみられなかったが,V FA組成では試験区が ,
対照区に比較し酢酸は 15%減少 ,酪酸は 35%減少 した。プ
ロピオン酸は∞

“

増加 .酪酸 とプロピオン酸はそれぞれ両
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を比較して見ると酢酸は全期間通して低かったが有意な差
はなかった。プロピォン酸は全期間高く特に20週 41%,∞
週21%と 対照区より高く両区間に有意差が見られた。酪酸
は全期間低く10週 50%,20H ω%,刹週 23%,m目 18%と
対照区より低く両区間に有意差が認められた。これらの傾

向をC/03比で表すと
"週
,m週 に5%水準の有意差が

認められたがその他の週には有意差は見られなかった。こ

れらのことから第 1胃液の VFA組成に及ぼすモネンシン
の影響は肥育前期に大きく,肥育後期には次第 に小さくな
って統計的に有意なものでなくなった。この傾向は飼料要

求率に対するモネンシンによる節約効果が時日の経過とと

もに低下したことと関係が深いものと推察される。

ら異常が認められなかった。

“

)と体成績は両区間の差はなかったが,個体差が見ら
れた。いずれも良好な仕上りと見られモネンシン添加は特
に肉質に影響はないものと考えられる。
15' 第 1胃 内容液の VFA組成では全期間通して試験区
が対照区に比較してプロピオン酸が高く,酢酸.酪酸力嘔
い傾向を示 したが, VFA組成に及ぼすモネンシンの影響
は肥葡前期に大きく肥育後期に次第に小さくなったことは

飼料要求率と関係が深いものと推察される。
飼
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表 3 と毅解体成績
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表 4 第 1胃内容液の VFA組成


